
 

 

 

 

 

 

 ＴｉのＴＤ－ｓｐｌｉｔをＴＤ方向から極点測定し、ＮＤ方向の方位解析を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０１９年０５月１６日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 前回，Ｃｕｂｉｃの測定面が狭い部分の結晶方位を側面測定から求める方法を説明したが 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌも同じ操作で解析が可能です。 

 Ｔｉｔａｎｉｕｍを例に説明します。 

  

 

Ｔｉｔａｎｉｕｍのｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 Ｔｉｔａｎｉｕｍのｒａｎｄｏｍ試料は作成が難しいので、 

 ODFPoleFigure2の計算 defocus補正を使います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



側面測定で作成される極点図 

 

 

極点図を RD軸に-90度回転でＴＤ－ＮＤ変換出来るが 

 

 測定が不完全極点図のため、不完全な極点図になってしまう。 

 

側面測定極点図のＯＤＦ解析（ＬａｂｏＴｅｘ）を行い、完全極点図を得る。 

 完全極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＴＤ－＞ＮＤ変換すれば測定面の完全極点図が得られる。 

 この完全極点図から再度ＯＤＦ解析を行えば、測定面の結晶方位解析が可能。 

 

側面測定極点図のＯＤＦ解析（ＬａｂｏＴｅｘ）を行い、ＯＤＦ図をΦ軸に－９０度回転による 

ＴＤ－＞ＮＤ変換で測定面の結晶方位解析が可能 

 

ＭＴＥＸでも解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 入力極点図とＯＤＦ解析後の再計算極点図 

 

極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで入力極点図のＥｒｒｏｒ評価 

 

±１．５％以内、更に、ｄｅｆｏｃｕｓに関する極点図の外周付近も異常なし 

Ｅｒｒｏｒの少ない入力極点図であることが分かります。 



入力極点図から解析したＯＤＦ図 

 

Φ軸－９０度回転のＯＤＦ図（ＴＤ－＞ＮＤ変換） 

 

 

Φ軸－９０度回転の１／４対称ＯＤＦ図  



 

ＯＤＦ図を Exportし,GPODFDisplayで表示と方位解析 

 

４指数から３指数に変換（ＬａｂｏＴｅｘは３指数のため） 

 

｛０-１３｝＜１００＞の VolumeFraction計算 



 

｛０－１３｝＜１００＞のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎが１０％と計算される。 

 

以下のＯＤＦ図は 

 左が入力極点図から計算したＯＤＦ図をＴＤ－ＮＤ変換したＯＤＦ図と再計算黒点図 

 右は｛０－１３｝＜１００＞が１０％から計算したＯＤＦ図と再計算極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸで解析 

極点図読み込み 

 

ＯＤＤＦ解析 

Φ軸―９０度回転 

odf2=rotate(odf,rotation('axis',xvector,'angle',-90*degree)) 

 

再計算極点図 

 



ＭＴＥＸの解析結果をＥｘｐｏｒｔし、１／４対称で読み込み 

 

 

方位計算 

 


